

























































Development and Practical Measurement of the Scale of Mental Education
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ため，児童の発達段階に関連した文献（大野 , 2009; 道城 , 
表２．小学校学習指導要領（平成 20 年 3 月告示）における目標と，「心の教育」との関連
※「心の教育」との関連を極太ゴシックで示した。































































































































－ 88 － － 89 －
「心の教育」で育てたい力を測定する児童用自己評価尺度の開発と実践的評価
2010; 渡部 , 2011; 高木 , 2000a, 2000b; 落合幸子 , 2000a, 













































































・ 心や体の調子がよいなどの健康の状態は、主体の要因や周囲の環境の要因がかかわっている・ 体の発育・発達には個人差がある・ 異性への関心が芽生える・ 心と体は相互に影響し合う・ 不安や悩みへの対処
自分自身に関すること他の人とのかかわりに関すること ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る楽しさ、大切さ
図１．教科等の「心の教育」に関連した内容とライフスキルの対応





































































































































































































































































































































































































－ 90 － － 91 －
「心の教育」で育てたい力を測定する児童用自己評価尺度の開発と実践的評価
No. 項目 高学年 中学年 低学年















































































































































































































































































－ 92 － － 93 －
「心の教育」で育てたい力を測定する児童用自己評価尺度の開発と実践的評価
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表５． 「心の教育」児童用自己評価尺度（２月、３月調査分）の因子分析結果表５．「心の教育」児童用自己評価尺度（２月、３月調査分）の因子分析結果









２因子 1.852，第３因子 1.718，第４因子 1.452，第５因


































































教師評価１ 教師評価２ 教師評価３ 教師評価４ 教師評価の平均因子１状況をとらえ課題や問題を見つける力 0.27 * 0.22 0.23 0.33 * 0.30 *因子２見通しをもってよりよい選択・決定をする力 0.43 *** 0.37 ** 0.30 * 0.46 *** 0.44 ***因子３集団の中で取り組む力 0.36 ** 0.35 ** 0.36 ** 0.36 ** 0.40 **因子４相手のことを察して行動する力 0.14 0.24 0.33 * 0.15 0.24因子５自己を見つめる力 0.18 0.12 0.06 0.27 * 0.18( * p<.05, ** p<.01, *** p<.001 )
見通しを立てる力 状況に応じた行動をする力 相手の気持ちを思いやる力 自己評価する力
表６．各尺度得点の平均と教師評価との相関係数表６．各尺度得点の平均と教師評価との相関係数




























荷量が 0.4 未満であった項目 x38「困っていることをふ
さわしい相手に伝え，相談することができる」（第５因
子）を削除した。また，第２因子に分類された項目の内
で因子負荷量が 0.44 と最も低かった x27「自分の気持
ちを表す言葉をよく知っている」を削除した。さらに，
複数の因子に高い負荷量を示した x02, x04, x08, x11, 
x12, x13, x16, x18, x19, x20, x24, x25, x26, x30, x33 の
15 項目を削除した。



















目（x05, x14, x15, x17, x28, x29, x32）と，ライフスキ
表７．個別の支援を要する子（要支援群）と、それ以外の子（支援不要群）との対応のないｔ検定の結果
表８．時期による対応のある分散分析の結果
表７．個別の支援を要する子(要支援群）と、それ以外の子（支援不要群）との対応のないｔ検定の結合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５
要支援群 Mean 120.11 3.06 3.04 3.25 3.40 3.61(n=18) S.D. 27.36 0.79 0.76 0.95 0.89 0.92支援不要群 Mean 144.74 3.67 3.84 3.96 3.85 4.03(n=39) S.D. 19.89 0.68 0.52 0.78 0.75 0.86(df=55) ｔ値 3.77 *** 2.96 ** 4.60 *** 2.93 ** 1.92 + 1.66 ns( + p<.10 ** p<.01 *** p<.001 )
自己を見つめる力相手のことを察して行動する力集団の中で取り組む力見通しをもってよりよい選択・決定をする力状況をとらえ課題や問題を見つける力
合計点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５
２月 Mean 136.36 3.53 3.50 3.77 3.89 3.62
(n=47) S.D. 26.36 0.77 0.81 0.80 0.94 0.82
３月 Mean 143.72 3.79 3.69 3.91 3.94 3.76
(n=47) S.D. 29.05 0.80 0.84 0.81 1.01 0.84
(df=46) Ｆ値 5.19 * 9.75 ** 2.95 + 2.34 ns 0.15 ns 1.73 ns
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表９．調査２の 分析結果



























































＜時期＞ 2012 年６月から 12 月
＜調査協力者＞ T 県内Ａ小学校４学年の児童 47 名（ク
ラス a  23 名，クラス b  24 名）ならびに５年生 35 名，


































（９月），事中（10 月），事後（11 月），遅延時（12 月）
において 20 項目版自己評価尺度を実施した（図３）。実
践Ⅰの事前では４～６年の全員，事後は４年生の a と b
の２クラス。実践Ⅱでは a クラスのみを測定の対象とし
た。














３因子 1.081，第４因子 0.987，第５因子 0.930 であった。
　表 10 において，複数の因子の大きな負荷量を示す項
図２．グループ活動や相互評価を取り入れ、児童相互の関係の中で伸びる力を育てるカリキュラム案









































































































－ 100 － － 101 －
「心の教育」で育てたい力を測定する児童用自己評価尺度の開発と実践的評価
と交互作用は有意でなかった）。このことは，事前調査
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　　表10．　「心の教育」児童用自己評価尺度（２０項目）の因子分析結果







15 のような結果を得た。クラス a の因子１（F=15.02, 
















合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
学年 性別 ｎ Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
4 ｍ 28 72.9 16.80 3.69 0.88 3.59 0.94 3.79 1.09 3.54 0.85
4 ｆ 18 75.4 13.67 3.89 0.67 3.56 0.87 3.91 0.87 3.74 0.94
5 ｍ 19 69.4 11.71 3.64 0.66 3.22 0.65 3.79 0.86 3.26 0.88
5 ｆ 16 75.0 9.25 3.85 0.56 3.74 0.56 3.59 0.9 3.56 0.9
6 ｍ 27 73.8 12.50 3.71 0.66 3.62 0.66 3.83 0.81 3.67 0.67
6 ｆ 11 75.6 12.38 3.84 0.59 3.68 0.74 3.64 0.64 3.91 0.92
学年差 0.33 n.s. 0.03 n.s. 0.42 n.s. 0.28 n.s. 1.68 n.s.
（数値はF値） 性差 1.57 n.s. 1.70 n.s. 1.49 n.s. 0.24 n.s. 2.20 n.s.
学年×性 0.19 n.s. 0.03 n.s. 1.28 n.s. 0.37 n.s. 0.02 n.s.
(*p<.05,**p<.01,***p<.001)
合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
クラス 性別 ｎ Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
４年a ｍ 14 65.7 15.85 3.31 0.81 3.25 0.88 3.46 1.04 3.14 0.99
４年a ｆ 9 70.2 14.20 3.60 0.70 3.33 0.83 3.56 0.98 3.56 0.97
４年ｂ ｍ 14 80.1 14.47 4.06 0.77 3.93 0.87 4.11 1.04 3.93 0.40
４年ｂ ｆ 9 80.6 10.89 4.17 0.50 3.78 0.85 4.28 0.53 3.93 0.87
学級差 7.56 ** 8.19 ** 4.24 * 5.15 * 4.92 *
（数値はF値） 性差 0.29 n.s. 0.74 n.s. 0.01 n.s. 0.18 n.s. 0.61 n.s.




合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
学年 性別 ｎ Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
4 ｍ 28 72.9 16.80 3.69 0.88 3.59 0.94 3.79 1.09 3.54 0.85
4 ｆ 18 75.4 13.67 3.89 0.67 3.56 0.87 3.91 0.87 3.74 0.94
5 ｍ 19 69.4 11.71 3.64 0.66 3.22 0.65 3.79 0.86 3.26 0.88
5 ｆ 16 75.0 9.25 3.85 0.56 3.74 0.56 3.59 0.9 3.56 0.9
6 ｍ 27 73.8 12.50 3.71 0.66 3.62 0.66 3.83 0.81 3.67 0.67
6 ｆ 11 75.6 12.38 3.84 0.59 3.68 0.74 3.64 0.64 3.91 0.92
学年差 0.33 n.s. 0.03 n.s. 0.42 n.s. 0.28 n.s. 1.68 n.s.
（数値はF値） 性差 1.57 n.s. 1.70 n.s. 1.49 n.s. 0.24 n.s. 2.20 n.s.
学年×性 0.19 n.s. 0.03 n.s. 1.28 n.s. 0.37 n.s. 0.02 n.s.
(*p<.05,**p<.01,***p<.001)
合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
クラス 性別 ｎ Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
４年a ｍ 14 65.7 15.85 3.31 0.81 3.25 0.88 3.46 1.04 3.14 0.99
４年a ｆ 9 70.2 14.20 3.60 0.70 3.33 0.83 3.56 0.98 3.56 0.97
４年ｂ ｍ 14 80.1 14.47 4.06 0.77 3.93 0.87 4.11 1.04 3.93 0.40
４年ｂ ｆ 9 80.6 10.89 4.17 0.50 3.78 0.85 4.28 0.53 3.93 0.87
学級差 7.56 ** 8.19 ** 4.24 * 5.15 * 4.92 *
（数値はF値） 性差 0.29 n.s. 0.74 n.s. 0.01 n.s. 0.18 n.s. 0.61 n.s.




表 13．４年生クラス ab の４つの因子尺度得点ならびに合計点の平均値、標準偏差ならびに分散分析の結果
合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
N Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
	 クラスａ（実践前） 23 67.5 15.38 3.4 0.78 3.3 0.86 3.5 1.02 3.3 1.00
	 クラスａ（実践後） 23 72.6 16.45 3.7 0.76 3.5 0.89 3.9 0.96 3.4 1.07
	 クラスｂ（実践前) 24 79.4 13.70 4.1 0.72 3.8 0.86 4.1 0.89 3.9 0.64
	 クラスｂ（実践後) 24 85.2 12.10 4.3 0.60 4.1 0.71 4.5 0.69 4.2 0.69
	 　クラスの主効果 F値 9.74 ** 9.78 ** 7.15 * 6.77 * 9.35 **
	 　時期の主効果 F値 9.32 ** 10.59 ** 4.21 * 7.17 * 2.51 n.s.
	 　クラス×時期 F値 0.04 n.s. 0.02 n.s. 0.01 n.s. 0.02 n.s. 1.42 n.s.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(	 *p<.05,**p<.01)
表14．４年生クラスａにおける合計得点および各尺度得点の平均値、標準偏差と分散分析結果
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時期の差 F値 8.13 ** 15.02 ** 2.83 n.s. 3.82 + 0.06 n.s.
表15．４年生クラスｂにおける合計得点および各尺度得点の平均値、標準偏差と分散分析結果
合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
ｎ Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
実践前 24 79.4 13.70 4.1 0.72 3.8 0.86 4.1 0.89 3.9 0.64
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表13．４年生クラスabの４つの因子尺度得点ならびに合計点の平均値、標準偏差ならびに分散分析の結果
(+	 p<.10,**	 p<.01)
(+	 p<.10,*	 p<.05	 )
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表16．実践Ⅱにおける実践対象クラスの時期による分散分析結果（合計得点と各因子）
合計得点 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
n=23 Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D. Mean S.D.
６月 67.5 15.38 3.4 0.78 3.3 0.86 3.5 1.02 3.3 1.00
７月 72.6 16.45 3.7 0.76 3.5 0.89 3.9 0.96 3.4 1.07
９月 67.9 18.97 3.4 0.98 3.3 0.96 3.5 1.05 3.5 1.04
１０月 71.2 16.72 3.6 0.84 3.5 0.87 3.7 1.00 3.5 0.97
１１月 75.3 17.71 3.8 0.95 3.6 0.82 3.9 1.12 3.9 0.95
１２月 72.6 19.46 3.7 0.99 3.4 0.98 3.8 1.22 3.6 1.08
時期の差(数値はＦ値）5.03 ** 5.31 ** 3.53 * 1.05 n.s. 3.49 *
多重比較（数字は月） 9<11 9<11 9<11 9<11
9<12 9<12 9<12 10<11
10<11 10<11
（実践Ⅰ事前）













































































































chukyo0/toushin/03100701.htm>（2012 年 6 月 1 日）
中央教育審議会　2008　幼稚園，小学校，中学校，高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善につ
い て（ 答 申 ）<http://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/






















定 値・ 訂 正 値 反 映 ）　<http://www.mext.go.jp/b_





















割　児童心理 , 63（15）, 133-137.
Robins, R. W. & Trzesniewski, K. H., Tracey, J. L., 
Gosling, S. D. & Poter, J. 2002 Global self-esteem 
across the life span.Psychology and Aging, 17, 423-
434.











法と実際　児童心理 , 63（15）, 66-71.
渡部弥生・小林朋子　2009　10 代を育てるソーシャル
スキル教育　北樹出版
渡部弥生　2011　子どもの「10 歳の壁」とは何か？乗
り越えるための発達心理学　光文社
ＷＨＯ 編　1997　ＷＨＯライフスキル教育プログラム
　大修館書店
（2013年８月９日受付）
（2013年10月９日受理）
